
Title 極低温実験室の当時の憶い出

Author(s) 関, 集三

Citation 大阪大学低温センターだより. 1979, 25, p. 1-3

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/6220

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



巻 頭 言

極低温実験室創設当時の憶い出

関

'
集 三

先 日,OxfordInstrumentsGroupのChairmanで あ るMartinWioodが ひ ょっこ り私の部屋 に姿

を現わ し,そ の際,手 提カバ ンの 中か ら,片 手で もて る小 さな50mB:ま で冷却で きるminiatureDilution

Refrigeraterの 心臓部 をみせて くれた。 そのすぱ らしい技術 の進 歩の製品 を眺めなが ら,私 共 が阪大

で極低温実験 を始 めた1957～8年 頃 を回想 し,こ の20年 聞の進歩の大 きさをつ くづ く感 じた。

ひるがえって,大 阪大学での極低温実験 室が,東 北大学 に次いで逸早 く設立されfzの をふ りか える時,

これは全 く永宮先生の先見に ょることを,あ らためて強調したい。先生は既に終戦後ま もない,紙 の極

度に欠乏していだ昭和22年,河 出書房 よ り「液体ヘ リウム」の小冊子 を著 され,そ の後御承知の ように

関西地 区での極低温研究 センター作 りに常に中心的存在 として活躍 された。私 も当時,及 ばずなが ら末

席につ らなって,し ば しば永宮 ・奥田両先生 を中心 とした会合 に参加 した憶い出がある。

いよいよ阪大 に実験室設置の具体的見通 しがついた頃,私 は先生 に呼ばれて,そ の協 力を要請 された。

若かった当時の私は,我 国のこれか らの化学熱力学 の新 しい分野 は,熱 力学の第 三法則 と関連す る分野

であると考え,こ の分野での先進国で あった ドイツやアメリカでの研究に少しでも早 く追いつ きたい との念

願が強か ったので,早 速 この申出を うけ協力させていただ くことにした。 この場合,私 としては熱物性

研究のためには,是 非 液体ヘ リウムと共に蔽体水素 を も利 用させていただ くこ とを条件 にもち出 した所,

永 宮先生 も,脇 にお られた伊藤先生 も直ちにこれを認めて下 さったのである。その結果,阪 大の極低温

実験室の設計,診 よび設備の購入計画にあたっては当初 より液体水素の利用のための考 慮が払われたの

である。 ここにわざわざ,こ の ことを特記したのは,そ の後,名 古屋大学での極低温実験室の設置にあ

たっては 「液体水素を製造 しない 」ことを条件 として許 可された とい う経緯を きいたか らであって,こ

れと対比 して創設当初の運営委員長としての永宮先生の実験 家の立場 を理解 された識見に対 して改めてこ

こに敬意 を表 したいか らである。

この実験室 の設 置前の1955年 に,小 生はアメ リカの ペンシルベニア州立大学 のJ.G.Aston教 授 の極低

温研究室に1年 余 り招かれ る機会 を得た。 そ こで,液 体水素や液体ヘ リウムの製造運転に参加,ま た液

体ヘ リウム温度からの錯体や,遊 離基の帯磁率の測定 を行 った。その帰国途上,私 はPittsburgh,Penn.

Univ.(フ ィラデルフィア)YaleUniv・,MIT・NBS,お よび カル ヲォルニアのBerkeley大 学 等の

低温研究室を歴訪 した。 その関係で,阪 大の実験室創設当時は液体ヘ リウムや液体水素 を扱 った実験 の

経験者は小生 た 雲一人の淋しい時代であった。そんなこともあってか,上 記の永宮先生の有難い英断 も

あったことと思 う。 しかし,そ れに もまして有難か ったの は,文 部 省機関研究費に ょる温 度測定装置の

購入を最優先 にみ とめて下さったことである。熱研究には,い うまで もな く温 度目盛の確度と精度がそ

の死命 を制す るわけである。 このため,戦 後私はこの低温での研究に参加す る以前か ら,先 づ国際温度

目盛に立脚 し衆概究を熱望 し,文 部省の機 関研究費を申請 したが,化 学の分野 では,当 時助教授の身分
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ではほ とんど初めか ら採択 される望みがなかった。一度は,当 時の文部省の研究助成課 長のN氏 に面接

し,我 国で夫だ温 度の国際標準 目盛 が確立されていない ことを縷 ・縷説明したの であるが,当 時は原子

力関係予算全盛時代であったためか,「 あなたのい うことは よ くわか るが,そ の ような研究は時代の波

に乗 っていませんよ 」と軽 く一蹴 されて引さがる破 目で あった。そんなわげで,上 記の研究費がえ られ

た時は,た とえ ようもない程研究に張 りが出た。

いよい よ予算が出る段階になって液化機 購入が始ま った時,付 帯諸設備費が大 きく不足 してい ること

が明 らかにな り,永 宮 ・伊藤両先生は寄付集 めに随分苦労された。私 も伊藤先生の御伴をして関 西配電

(今 の関西電力)の 太田垣社長や芦原副社長に受電設備の寄付願いに行った ことが思い出される。その

後の開室式 に澄見え戴いた杉道 助氏,武 藤俊之助先生,或 いは上記の太田垣氏は既に故人 とな られた こ

とを考えるとやは り,一 時代昔の ことであった との感慨一 しほで,こ の実験室の開設にあたってはずい

ぶん多 くの方 々の御恩を うけたことが痛感され るのである。

コ リンズのへ りウム液化機が据 付け られて当時のADL社 のM.H.Streeter技 師 が液化運転の指導

のために来阪されfc。 この頃,大 阪酸素眠の田川太一 さんの特別の計らいで,同 社の細川 さんが全 く無

報酬でオペ レー ターとして来ていた §くことになった。今か ら思 うと随分思い きったサー ヴイスをして

いたW・ た ものである。 この細川 さんを中心に,藤 本さん と千原さんが主 力でStreeterの 説 明をうけ

たが,そ の時先ず全機 械の オ ウバー ホールか ら始め られ ることになった。その時千原 さんの発想で,そ

の プロセスが全部16mm(2撮 影 され,こ れを後で逆撮 影すれば,全 部組立ての プロセスとして用い られ る

とtiう ので記録 がとられた。そんなこんなで,阪 大での液化技術習得に要 した時間は,我 国での過去の他

の場合 に くらべ最 も短 く,Streeterか ら,鉛 ほめの言葉 を頂 戴したの もなつか しい思い出となった。

私共,熱 測定部門 としては,上 記の液体水素のその冷媒 としての特性 を利用 して,液 体ヘ リウムの利

用に ょる相転移の研究以外に,ず いぶん多 くの有機 ・無機化 合物の相転移の くわ しい高精確度測定 を行

うことがで きた。それ らの研究において測定者は液体水 素利 用のおかげで落着いて,安 定平衡,準 安定

平衡の概究からすすんで非平衡状態 を区別しつつ研究す ることがで き,ま た新 しい多 くの ガラス状態や

高分解能研究 をすすめることが可能 となった。 これ も上述のよ うな名 古屋大学に属 していたならば不可

能であったかもしれ ない と改めて阪大 で研究で きた幸せ を感謝したい気持ちである。

創設期の運営委員であった11名 の先生方の 中9名 は既 に退官され,そ の 中の1名 は故人となられた。

残 りの2名 の中,石 黒先生 も自分 も今春は退官す るので,初 代は終 りを告げることとな り感慨深い。阪

大の上記実験室 も1959年 の伊勢湾台風で冠水 したが,吹 田地区移転にあたっては伊藤先生の御尽力で

設備 も建屋 も倍加され,さ らに今 日では,大 学 全体のサー ビスセ ンターとして二地区に拡大 された。 こ

れか らの若 い研究者 の方 々は,大 学 でのサー ビス センターの重要性 を一層認識され,そ こに働 く方 々に

感謝し,も りたてながら仲 良 く協力してさらに研 究を発 展させていた 腰くことを念願 して筆を欄 く。

(1978年12月1日)
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創 設 当 時 の極 低温 実 験 の 内部

r臼 コ リンズ型ヘ リウム

及び水素液化 装置

刷 フィ リップス社製

窒素液化装置

翁 熱物性部門の熱容量

測定装置の一部

一3一


